
の 5 m メッシュデータを参照した．この標高データの最終更新年月日は発災の 8 か月程度前の
2016年 10月 1日である． 

GISソフトウェア（QGIS）を用いて 7月 9日，および，7月 13日の標高分布から発災前の標
高分布を差し引くことで堆積土厚の分布を概算した．また，発災前の 5 mメッシュ DEMデータ
に bilinear 補間処理を施して 10cm メッシュ化した後，発災後の標高分布との差分を取ったもの
から堆積土厚の等値線図を作成し，上空写真と合成した．図-1, 図-2 の黒枠で示す領域における
7月 9日，7月 13日時点の堆積土厚の推定結果を，それぞれ図-3，図-4に示す． 
5. 成果について 
発災前後の DEM データの格子幅に大きな隔たりがあるにもかかわらず，家屋の前縁に堆積し

た流木の高さや，以前は田畑があった流路の周辺で広く堆積した土砂の堆積厚の把握が可能であ
る．河道についてはデータが一部欠けており，堆積土厚を見積もることができない箇所が生じた．
また，発災後の空撮画像から構成した表層 3 次元モデルと植生ソフトウェアによるグラウンドポ
イントの自動抽出では一部の低木や背の高い農作物等地物の影響を十分に取り除くことができず，
地盤高の推定変位量に影響が表れていることが分かる．そのため，掘削作業にあたっては現地の
植生等を考慮した上で捜索すべき箇所を選定する必要がある．図-3b，図-4cのように上空からの
写真と合成した堆積土厚の等値線図を提供することが望ましい． 
6. おわりに 
本研究では，赤谷川流域林田地区を対象に，発災後の人命救助・行方不明者捜索等応急的な対応
として行うことを念頭に置いた堆積土厚の推定法を示した．それは，国土地理院の基盤地図情報
数値標高モデルと UAV による空撮画像をもとに作成した標高モデルの差分をとるというもので
ある．また，空撮画像とこの堆積土厚の分布を合成することで，捜索すべき箇所の選定を支援し
える情報となることを示した．同時に，本研究は数値標高データと UAV の街区レベルの防災イ
ンフラとしての有用性を示すものである．  
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